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令和５年第９回公安委員会会議録

自午後 １時３０分
日 時 ４月６日（木曜日） 場 所 公安委員会室

至午後 ４時４５分

公安委員 小野委員長 宮尾委員 廣塚委員 吉田委員
会 議

本部長 警務部長 生活安全部長 刑事部長
出席者 警察職員

交通部長 警備部長 情報通信部長

第１ 勉強会
捜査に活用する解析資機材について

第２ 定例会議
１ 令和５年２月熊本県議会定例会の結果について
(1) 会期

令和５年２月１７日（金）から３月１７日（金）までの２９日間
ア 代表・一般質問

３月３日（金）から３月８日（水）までの間（県の休日を除く４日間）
イ 教育警察常任委員会
(ｱ) 先議：令和５年２月２２日（水）
(ｲ) 後議：令和５年３月１３日（月）

(2) 警察関係付託議案等（教育警察常任委員会）
ア 先議
(ｱ) 令和４年度熊本県一般会計補正予算
(ｲ) 専決処分の報告について

イ 後議
(ｱ) 令和５年度熊本県一般会計予算
(ｲ) 熊本県警察の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

(ｳ) 熊本県暴力団排除条例及び熊本県風俗案内業の規制に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

(ｴ) 熊本県風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部
を改正する条例の制定について

(ｵ) その他報告事項（総務常任委員会審議事項）
a 熊本県手数料条例の一部を改正する条例の制定について
b 熊本県の交通安全水準のさらなる向上に関する宣言決議後の状況について

(3) 警察関係質問等
ア 一般質問

外国人就労者の自動車運転免許の切替えについて 【岩本議員（自民党）】
イ 教育警察常任委員会
(ｱ) 先議

信号機のＬＥＤ化について 【城下議員（公明党）】
(ｲ) 後議
a 交通安全アドバイザー事業について 【城下議員（公明党）】
b 交通の安全と円滑の確保事業について 【池田議員（自民党）】
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【委員からの質問等】
○ 委員から、「警察関係質問等で交通安全アドバイザー事業に関するものがある
が、質問の趣旨はなにか。」旨の質問があり、警察側から、「事業実施に伴う人
員配置等に関する確認である。」旨の説明があった。

○ 委員から、「警察関係質問等で信号機のＬＥＤ化に関するものがあるが、県警
は、すべての信号機のＬＥＤ化を目標としているのか。また、ＬＥＤ化によりど
のような効果が見込めるのか。」旨の質問があり、警察側から、「最終的には、
すべての信号機をＬＥＤ化することが望ましい。ＬＥＤ化により大幅な節電効果
が得られる。」旨の説明があった。

○ 委員から、「警察関係質問等で外国人就労者の自動車運転免許の切替えに関す
るものがあるが、外国人からの申請増加が予想されるところ、切替えや更新への
対応はどうするのか。」旨の質問があり、警察側から、「限られた期間で適切に
処理できるよう問題意識を持って対応したい。」旨の説明があった。

○ 委員から、「警察関係質問等で交通の安全と円滑の確保事業に関するものがあ
るが、天草未来大橋の開通に関連して交通渋滞の解消効果は認められるのか。」
旨の質問があり、警察側から、「交通渋滞の緩和に一定の効果が見られる。」旨
の説明があった。

２ 新入学期における「こどもの交通事故防止」対策の強化について
(1) 目的

４月は、新入学児童等が保護者から離れ、初めて自分で道路交通の場に参加す
る時期であることから、こどもの安全を確保することを目的として実施

(2) 主唱
熊本県交通安全推進連盟

(3) 強化期間
令和５年４月１０日（月）から同年４月１５日（土）までの間（６日間）

(4) 活動重点
こどもの交通事故防止

(5) 実施事項
ア 通園・通学路における街頭活動の強化
イ 交通指導取締りの強化
ウ 交通安全教育の推進
エ 広報啓発活動の強化

【委員からの質問等】
○ 委員から、「自転車のヘルメット着用義務化に関連し、熊本の着用率が全国ト
ップクラスとの報道がなされたが、特に学生等の着用率向上について教育委員会
等と連携しているのか。」旨の質問があり、警察側から、「全国１位の着用率と
いっても８％にも満たない。学生等にも施策が浸透するよう教育委員会等と連携
しながら、引き続き着用率の向上に努める」旨の説明があった。

○ 委員から、「地域の実情を踏まえて通学路等における街頭活動を強化するなど
新入学児童を交通事故から守るための対策をお願いする。」旨の意見があった。

３ Ｇ７広島サミットに伴う特別派遣等について
(1) 特別派遣について
ア 実施部隊
(ｱ) 連合機動隊
(ｲ) 管区機動隊

イ 警護部隊
ウ 交通部隊
エ 航空部隊
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オ その他の部隊
(2) 連合機動隊（前(1)ア(ｱ)）の本編成について
ア 部隊構成
イ 各所属における部隊員の差し出し

各所属の警察官配置定員に基づき、警備部で事前に調整し、所属ごとの負担
を平準化

ウ 人選基準
(ｱ) 仮編成の指定を受けていた者
(ｲ) 機動隊又は管区機動隊等の部隊経験を有する者

(3) 教養訓練の予定について
４月中旬から下旬にかけて警備情勢等に関する教養訓練を実施

【委員からの質問等】
○ 委員から、「今回の特別派遣に関して、要人警護等、従前の特別派遣と異なる
対応を求められることが想定されるのか。」旨の質問があり、警察側から、「特
別派遣に関しては、これまで同様の形となる。警察庁が示すガイドラインに沿っ
て、装備資機材を活用しながら所要の警備体制を構築することとなる。」旨の説
明があった。

○ 委員から、「派遣される部隊の現場での御苦労は察するが、後方治安も重要で
ある。熊本に残る職員への激励等についても配慮をお願いする。」旨の意見があ
った。

第３ 報告・決裁等
１ 第４０回危険業務従事者叙勲及び令和５年春の叙勲についての報告

監察課課長補佐から報告が行われた。
２ 熊本県監査委員による令和４年度第４次定期監査結果に対する改善措置等につい
ての決裁等
会計課会計監査室長から説明があり、決裁が行われた。

３ 監察業務の報告
監察課次席から報告が行われた。

４ 令和５年第７回公安委員会会議録の決裁
公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。


